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05年５月のミシガン大学消費者センチメント指数（速報値）は、85.3と市場予想の

88.2への改善に反し前月から2.4ポイント低下した。現状指数が▲1.1ポイント、期待

指数は▲3.3ポイントの低下となった。ガソリン価格の高止まり、株価の軟調な展開、

社会保障制度改革に対する不安感の残存によって下落した。消費者マインドの悪化を

受け、個人消費の大幅な減速が懸念されているが、マインドの下落ペースが鈍化した

うえ水準が高いこと、雇用・所得の増加が持続していること、株価が横這い圏での推

移となった一方住宅価格が上昇を続けていることから、個人消費の急減速リスクは乏

しい。

現状・期待が変化した要因をみると、現状判断は５月６日に発表された雇用統計で

雇用の拡大ペース加速が示されたものの今調査時点ではほとんど織り込まれていない

とみられること、ガソリン価格が高止まりしていたことによって低下したと考えられ

る。一方、期待指数は株価の軟調な展開、原油価格の上昇を受け景気の先行きに対す

る楽観的な見方が弱まったこと等を背景に低下したと考えられる。また、引き続き米

国民の反対が強まっている社会保障制度改革に関する演説をブッシュ政権が繰り返し

行ったことも悪影響を与えた可能性が高い。

５月の他の消費者マインド調査をみても、ＴＩＰＰ景気楽観指数（５月２日～５月

５日調査）が47.4から47.2に低下、ＡＢＣ／ﾜｼﾝﾄﾝﾎﾟｽﾄ消費者信頼感指数は４月の平均

の▲17.0から５月第２週に▲17.5に悪化した。このように、各種の消費者マインド調

査は軒並み悪化しており、個人消費の抑制を示唆している。ただし、マインド調査期

前月から前月から前月から前月から 2.42.42.42.4 ポインポインポインポイン
ト低下ト低下ト低下ト低下

消費者信頼感（Consum er Confidence）
消費者信頼感指数 ミシガン大学消費マインド

雇用判断 半年後の景況感 半年以内の購入計画 期待 現状
期待指数 現状指数 充分 困難 良くなる 悪くなる 自動車 住宅

04/05 93.1 94.8 90.5 16.6 30.3 22.8 10.1 6.4 4.1 90.2 81.6 103.6
04/06 102.8 100.8 105.9 18.3 26.2 23.5 9.1 6.4 3.6 95.6 88.5 106.7
04/07 105.7 105.3 106.4 19.7 25.7 23.0 7.1 6.8 4.1 96.7 91.2 105.2
04/08 98.7 97.3 100.7 18.4 26.0 20.2 8.8 6.5 3.9 95.9 88.2 107.9
04/09 96.7 97.7 95.3 16.6 28.0 21.6 9.4 6.3 3.9 94.2 88.0 103.7
04/10 92.9 92.2 94.0 17.4 27.9 20.7 10.5 7.6 3.6 91.7 83.8 104.0
04/11 92.6 90.2 96.3 17.1 28.0 20.3 11.4 4.6 2.6 92.8 85.2 104.7
04/12 102.7 100.7 105.7 19.4 26.4 22.4 7.7 6.6 3.5 97.1 90.9 106.7
05/01 105.1 100.4 112.1 21.0 24.3 22.0 7.8 7.2 3.5 95.5 85.7 110.9
05/02 104.4 96.1 116.8 21.1 22.4 17.9 7.8 7.2 4.1 94.1 84.4 109.2
05/03 103.0 93.7 117.0 21.8 23.8 19.3 8.2 5.7 3.8 92.6 82.8 108.0
05/04 97.7 87.2 113.6 20.4 23.3 17.8 9.7 5.7 3.9 87.7 77.0 104.4
05/05 85.3 73.7 103.3
（出所）The Conference Board,Univercity of M ichigan
（注）「雇用判断」、「半年後の景況感」、「購入計画」の単位は％で、全体に占める割合を指す。
５月上旬から中旬に５月上旬から中旬に５月上旬から中旬に５月上旬から中旬に
かけての各種消費者かけての各種消費者かけての各種消費者かけての各種消費者
マインド調査は全てマインド調査は全てマインド調査は全てマインド調査は全て

悪化悪化悪化悪化
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間と同時期（５月上旬）の消費動向を示す統計をみると、週間小売売上高は５月第１
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週に前週＋0.7％と増加した。また、４月平均値対比でも＋1.2％と４月の前月比＋

0.9％から加速しており、個人消費は好調を維持している。

今後のマインドを取巻く環境をみると、原油価格が50ドル台前半に下落したため足

下でガソリン価格もやや水準を切り下げた。しかし、今後も世界的な景気の拡大ペー

ス加速に伴う供給不足懸念や、過剰な流動性を背景にエネルギー価格の上昇が持続す

る可能性が高い。エネルギー価格の上昇が続けば、実際に景気に与える影響が小さく

とも景気の先行きに対する不安感が強まり今後もマインドを悪化させる可能性がある。

しかし、マインドに与える影響の大きい雇用情勢を考えると、雇用に先行する景気

は2003年４～６月期から2005年１～３月期にかけて潜在成長率を上回るペースで拡大

しているとみられる。このような環境のもと、マンパワー社による新規雇用計画調査

のなかの４～６月期の雇用計画を示す指数（季節調整済み）が前期と変わらず高い水

準を維持するなど、企業の採用意欲は強い状態にあることから、雇用の拡大が続くと

予想される。加えて、雇用環境の改善による賃金上昇や持続的な福利厚生費の増加が

見込まれることから、今後も可処分所得は増加傾向を辿る可能性が高い。

以上のことを勘案すると、このまま消費者マインドが悪化を続け個人消費の失速に

繋がるリスクは小さい。

消費者マインドが大幅消費者マインドが大幅消費者マインドが大幅消費者マインドが大幅
に悪化する可能性は小に悪化する可能性は小に悪化する可能性は小に悪化する可能性は小
さいさいさいさい
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消費者マインドの動向

-70
-60
-50
-40
-30
-20
-10
0
10
20
30
40

3月18日9月16日3月17日9月15日3月16日9月14日3月14日9月12日3月13日
-40

-35

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0

財務状態（左）
景気判断（左）
購買環境（右）

ＡＢＣ／ワシントンポスト週次消費者信頼感指数構成項目の推移

（月／週）
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